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カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
《
聖
マ
タ
イ
伝
連
作
》
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
考
察

│
│
制
作
年
代
、
マ
タ
イ
論
争
、
拒
否
の
理
由
│
│

石　

鍋　

真　

澄

　

イ
タ
リ
ア
美
術
の
研
究
を
志
し
て
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
た
。
こ
の
間
に
世
界
は
劇
的
に
変
化
し
、
生
活
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。
当

然
の
こ
と
と
し
て
、
美
術
史
研
究
の
方
法
や
問
題
や
関
心
も
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
た
ど
っ
た
。
振
り
返
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
に

駆
ら
れ
る
。

　

こ
の
間
の
イ
タ
リ
ア
美
術
に
関
す
る
最
も
大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
と
研
究
の
目
覚

ま
し
い
発
展
だ
と
い
え
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
研
究
は
、
周
知
の
と
お
り
、
一
九
五
一
年
の
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ

ン
ギ
に
よ
る
ミ
ラ
ノ
の
歴
史
的
展
覧
会
を
出
発
点
と
し
て
本
格
化
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
三
年
の
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
生
誕
四
〇
〇

年
を
目
ざ
し
た
記
念
行
事
の
準
備
は
、
文
字
通
り
間
の
抜
け
た
も
の
に
な
っ
た
。
ミ
ア
・
チ
ノ
ッ
テ
ィ
の
資
料
研
究
に
よ
っ
て
、
カ

ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
生
年
は
そ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
一
五
七
三
年
で
は
な
く
、
一
五
七
一
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
一

九
七
三
年
は
意
味
の
な
い
も
の
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
、
こ
の
年
に
行
わ
れ
た
の
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ェ
ス
キ
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の
展
覧
会
を
別
に
す
れ
ば
、
北
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
し
た
教
育
的
な
目
的
の
写
真
展
だ
け
だ（₁
）。

　

そ
れ
で
も
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
に
対
す
る
関
心
と
研
究
へ
の
情
熱
は
急
速
に
高
ま
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
の

没
後
四
〇
〇
年
ま
で
の
中
間
地
点
と
い
え
る
一
九
八
五
年
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
と
ナ
ポ
リ
（
カ
ポ
デ
ィ
モ
ン

テ
美
術
館
）
で
開
か
れ
た
「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
時
代
」
展
は
、
高
度
な
内
容
で
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
研
究
の
重
要
な
分
水
嶺
に
な
っ
た（₂
）。

だ
が
ナ
ポ
リ
の
展
覧
会
で
は
、
入
場
者
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
明
る
い
会
場
で
静
か
に
じ
っ
く
り
と
作
品
を
鑑
賞
し
研
究
で
き
た
の

で
あ
る
。

　

そ
し
て
迎
え
た
二
〇
一
〇
年
の
没
後
四
〇
〇
年
に
は
、
空
前
の
規
模
で
展
覧
会
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
・

イ
ヤ
ー
が
歴
史
的
な
出
来
事
に
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
余
波
は
今
日
も
続
い
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
た

と
え
ば
去
年
か
ら
今
年
（
二
〇
一
九
年
）
に
か
け
て
、
マ
ド

リ
ッ
ド
や
パ
リ
で
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
展
が
開
か
れ
、
ユ
ト

レ
ヒ
ト
や
ウ
ィ
ー
ン
で
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
関
連
の
展
覧
会

が
続
い
て
い
る
。
日
本
で
も
三
度
目
の
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ

展
が
開
催
中
だ
。「
二
人
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
」、
つ
ま
り

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ブ
オ
ナ
ロ
ー
テ
ィ
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
・
メ
リ
ー
ジ
（
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
）
に
関
す
る
研
究
論
文
、

著
書
と
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
数
に
つ
い
て
調
べ
た
ア
メ
リ

カ
の
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
カ

ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
圧
倒
的
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
を
凌
駕
し

図 ₁　サン・ルイージ・デイ・フランチェー
ジ聖堂コンタレッリ礼拝堂
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て
い
る（₃
）。

今
日
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
研
究
文
献
は
膨
大
な
数
に
上
り
、
そ
の
す
べ
て
に
目
配
り
す
る
こ
と
な
ど
誰
に
も
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
数
字
が
偽
り
で
な
い
こ
と
は
、
ロ
ー
マ
の
サ
ン
・
ル
イ
ー
ジ
・
デ
イ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ー
ジ
聖
堂
に
行
け
ば
実
感

で
き
る
。
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
礼
拝
堂
の
《
聖
マ
タ
イ
伝
連
作
》
を
照
ら
す
ラ
イ
ト
の
た
め
に
コ
イ
ン
を
入
れ
る
人
が
途
切
れ
る
こ
と
は

な
い
。（
図
₁
）

　

こ
う
し
た
「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
現
象
」
を
ど
う
考
え
る
か
。
そ
れ
は
単
な
る
美
術
史
や
趣
味
の
歴
史
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
現

象
と
し
て
考
察
し
う
る
も
の
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
問
題
だ
が
、
私
の
手
に
余
る
問
題
で
あ
り
、
私
の
主
要
な
関
心
事
で
は
な
い
。
し

か
し
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
研
究
史
を
振
り
返
る
と
、
美
術
史
を
研
究
す
る
上
で
重
要
な
い
く
つ
か
の
示
唆
、
あ
え
て
い
え
ば
教
訓
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。《
聖
マ
タ
イ
伝
連
作
》
を
例
に
、
そ
の
点
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
て
み
た
い
。

制
作
年
代

　
《
聖
マ
タ
イ
の
召
命
》（
油
彩　

カ
ン
ヴ
ァ
ス　

₃₂₂

×₃₄₀

）
と
《
聖
マ
タ
イ
の
殉
教
》（
油
彩　

カ
ン
ヴ
ァ
ス　

₃₂₃

×₃₄₃

）、
そ
し
て
《
聖

マ
タ
イ
と
天
使
》
の
失
わ
れ
た
第
一
作
（
旧
カ
イ
ザ
ー
＝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
美
術
館
蔵　

油
彩　

カ
ン
ヴ
ァ
ス　

₂₂₃

×₁₈₃

）
と
、
現
在
も
聖
堂
に

残
る
第
二
作
（
油
彩　

カ
ン
ヴ
ァ
ス　

₂₉₆.₅

×₁₉₅

）
の
《
聖
マ
タ
イ
伝
連
作
》
が
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
最
も
重
要
な
作
品
で
あ
り
、
エ

ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
と
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。（
図
₂
・
₃
・
₄
・
₅
）
し
た
が
っ
て
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ

ジ
ョ
研
究
に
お
い
て
、
ま
ず
《
マ
タ
イ
伝
連
作
》
が
研
究
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
議
論
の
中
心
テ
ー
マ
と
な
っ
た

の
は
、
作
品
の
制
作
年
代
で
あ
る
。
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図 ₂ 　聖マタイの召命

図 ₃　聖マタイの殉教
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図 ₄ 　聖マタイと天使（第 ₁作・₁₉₄₅年に
ベルリンで焼失）

図 ₅　聖マタイと天使（第 ₂作）
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日
本
に
お
け
る
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
若
桑
み
ど
り
が
、
山
本
み
ど
り
の
名
で
『
美
術
史
』
に
発
表
し
た
論
文

の
テ
ー
マ
は
ま
さ
に
こ
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
│
聖
マ
タ
イ
伝
の
制
作
年
代
」（
上
）（
下
）（『
美
術

史
』
四
四
・
四
五　

一
九
六
二
年
）
が
そ
れ
だ
が
、
こ
の
論
文
に
付
さ
れ
た
、
聖
マ
タ
イ
伝
制
作
年
代
に
関
す
る
諸
説
を
ま
と
め
た
一
覧

を
見
て
い
た
だ
き
た
い
（
図
で
は
、
こ
れ
に
著
者
の
若
桑
み
ど
り
と
新
資
料
の
発
見
者
レ
ッ
ト
ゲ
ン
の
説
を
追
加
し
て
あ
る
（
₄
））。（

図
₆
）
し
か
し
そ

の
数
年
後
、
一
九
六
四
年
と
一
九
六
五
年
に
発
表
さ
れ
た
、
新
発
見
の
資
料
に
基
づ
く
レ
ッ
ト
ゲ
ン
の
論
考
に
よ
っ
て
、
こ
の
制
作

年
代
の
問
題
は
劇
的
に
解
決
し
た
（
も
っ
と
も
こ
れ
も
完
全
と
は
い
え
ず
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
今
日
も
若
干
の
異
論
が
あ
る
（
₅
））。

レ
ッ
ト
ゲ
ン
が

導
い
た
正
解
を
知
る
わ
れ
わ
れ
は
、
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ン
ギ
、
リ
オ
ネ
ッ
ロ
・
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
リ
、
ヤ
コ
プ
・
ヘ
ス
、
デ
ニ
ス
・
マ
ー

ン
と
い
う
当
時
の
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
研
究
を
代
表
す
る
大
家
た
ち
の
試
験
の
答
案
を
見
る
教
師
の
気
分
だ
（
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
優
れ

た
学
者
た
ち
と
そ
の
業
績
に
対
す
る
敬
意
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
が
）。

図 ₆　マタイ伝連作の制作年代に関する
諸説

マタイ伝連作の制作年代の諸説 
（1962 年の若桑論⽂による） 
ロベルト・ロンギ 
 マタイと天使Ⅰ       1590 
 マタイの召命      1593 
 マタイの殉教      1595 
 マタイと天使Ⅱ          1599 
リオネッロ・ヴェントゥーリ 
 マタイと天使Ⅰ     1597 
 マタイの召命      1597‐1600 
 マタイと天使Ⅱ     1600 
 マタイの殉教      1604 
ヤコプ・ヘス 
 マタイと天使Ⅰ     1599‐1600 
 マタイと天使Ⅱ     1600‐1601 
 マタイの召命      1602‐1603 
 マタイの殉教      1603‐1604 
デニス・マーン 
 マタイと天使Ⅰ     1597‐1598 
 マタイの召命      1598‐1599 
 マタイの殉教      1598‐1600 
 マタイと天使Ⅱ     1600‐1601 
若桑みどり 
 マタイと天使Ⅰ     1597‐1599 
 マタイの召命      1599‐1600 
 マタイの殉教      1600 
 マタイと天使Ⅱ     1603 
ヘルヴァルト・レットゲン 
 マタイの召命      1599‐1600 
 マタイの殉教      1599‐1600 
 マタイと天使Ⅰ     1602 
 マタイと天使Ⅱ     1602 



カラヴァッジョの《聖マタイ伝連作》をめぐる二、三の考察21

　

レ
ッ
ト
ゲ
ン
以
前
の
著
者
た
ち
は
、
バ
リ
オ
ー
ネ
と
ベ
ッ
ロ
ー
リ
な
ど
の
伝
記
と
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
資
料
か
ら
得
ら
れ
る

情
報
、
そ
し
て
様
式
分
析
に
よ
っ
て
連
作
の
制
作
年
代
を
設
定
し
た
。
そ
の
著
者
た
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、《
マ
タ
イ
と
天
使
》

第
一
作
が
最
初
に
描
か
れ
た
、
そ
し
て
《
召
命
》
と
《
殉
教
》
は
こ
の
順
に
描
か
れ
た
、
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。《
マ
タ
イ
と
天

使
》
第
一
作
と
第
二
作
の
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
年
、
三
年
、
一
、
二
年
、
三
年
、
五
年
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ
っ
た
、
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
、
五
人
の
著
者
た
ち
が
考
え
た
四
作
品
の
制
作
順
は
ど
れ
も
、
レ
ッ
ト
ゲ
ン
に
従
っ
て
今
日
一
般
的
に
考
え
ら
れ

て
い
る
「
正
解
」
に
は
合
致
し
て
い
な
い
。

　
《
聖
マ
タ
イ
と
天
使
》
第
一
作
が
最
初
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
ベ
ッ
ロ
ー
リ
が
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、「
品

位
も
な
け
れ
ば
、
聖
人
ら
し
く
も
な
い
と
の
理
由
で
、
神
父
ら
に
よ
っ
て
取
り
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
、
聖
堂

に
飾
ら
れ
る
最
初
の
作
品
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
侮
辱
を
受
け
た
こ
と
で
、
大
い
に
落
胆
し
た
」、
と
伝
え
て
い
る
た
め
だ
と
思
わ

れ
る（₆
）。

こ
れ
に
加
え
て
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
作
品
の
造
形
に
み
ら
れ
る
写
実
描
写
の
精
神
、
つ
ま
り
様
式
の
分
析
に
も
基
づ
い
て
い

る
。
こ
こ
で
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
一
般
に
、
汚
れ
た
足
を
突
き
出
す
武
骨
な
マ
タ
イ
の
描
写
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ

の
自
然
主
義
、
写
実
描
写
を
示
す
代
表
例
と
見
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
描
き
直
さ
れ
た
第
二
作
は
、
図
像
的
に
も
造
形
的
に
も
、
伝

統
と
古
典
的
趣
味
へ
の
妥
協
と
順
応
を
示
し
た
作
品
と
さ
れ
る
。
実
際
、
二
つ
の
作
品
に
は
大
き
な
様
式
の
違
い
が
あ
る
と
認
定
さ

れ
た
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
研
究
の
泰
斗
ロ
ベ
ル
ト
・
ロ
ン
ギ
に
よ
れ
ば
、
第
一
作
は
典
型
的
な
「
ブ
レ
ッ
シ
ャ
風
」
の
作
品
で
あ
り
、

二
つ
の
作
品
の
間
に
は
「
未
熟
な
青
年
期
の
成
果
か
ら
最
初
の
成
熟
に
至
る
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
経
歴
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

レ
ッ
ト
ゲ
ン
の
論
文
が
出
た
後
で
も
、
ロ
ン
ギ
は
「
い
か
な
る
資
料
に
よ
る
歪
曲
も
、
様
式
的
証
拠
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
ろ
う
」
と
、「《
聖
マ
タ
イ
》
の
第
一
作
を
見
、
そ
し
て
よ
く
記
憶
し
て
い
る
者
」
の
確
信
を
述
べ
て
い
る（₇
）。

残
念
な
こ
と
に
、
一

九
四
五
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
失
わ
れ
た
第
一
作
に
関
し
て
は
、
白
黒
写
真
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
様
式
や
技
法
に
関
し
て
決
定
的
な
こ



22

と
を
言
え
る
状
況
で
は
な
い
。
実
際
、
現
在
も
一
部
の
学
者
は
ロ
ン
ギ
以
来
の
二
つ
の
作
品
の
様
式
的
違
い
を
認
め
、
第
一
作
は
一

六
〇
二
年
で
は
な
く
、
一
五
九
九
年
五
月
の
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
礼
拝
堂
開
堂
の
折
に
暫
定
的
な
祭
壇
画
と
し
て
描
か
れ
た
と
考
え
て
い
る

（
₈
）。

し
か
し
、
ロ
ン
ギ
が
考
え
た
よ
う
に
、
二
つ
の
作
品
は
初
期
か
ら
最
初
の
成
熟
に
至
る
、
つ
ま
り
一
五
九
二
年
か
ら
一
六
〇
〇

年
ま
で
の
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
様
式
発
展
を
示
す
も
の
だ
と
は
、
今
日
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
一
作
は
一
五
九
九
年
に
描
か
れ
た
と
す
る
仮
説
に
賛
成
す
る
学
者
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
の
祭
壇
用
に
最
初
に

注
文
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
彫
刻
家
コ
ベ
ル
ト
の
作
品
が
一
六
〇
二
年
の
初
め
に
祭
壇
に
運
ば
れ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
不
適
切

と
さ
れ
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
に
祭
壇
画
の
制
作
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
、
資
料
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
レ
ッ

ト
ゲ
ン
が
考
え
た
通
り
、
一
六
〇
二
年
の
二
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
半
年
ほ
ど
の
間
に
、
第
一
作
と
第
二
作
が
描
か
れ
た
、
と
考

え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
《
聖
マ
タ
イ
伝
連
作
》
の
制
作
年
代
を
め
ぐ
る
議
論
の
歴
史
、
そ
し
て
レ
ッ
ト
ゲ
ン
に
よ
る
新
発
見
の
資
料
が
明
ら
か

に
し
た
制
作
の
経
緯
は
、
わ
れ
わ
れ
に
何
を
教
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ま
ず
、
現
代
の
学
者
た
ち
の
様
式
分
析
の
危
う

さ
、
様
式
発
展
の
論
理
の
頼
り
な
さ
、
そ
し
て
第
二
作
は
順
応
主
義
に
よ
る
妥
協
の
産
物
だ
と
い
っ
た
決
め
つ
け
の
独
善
性
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
天
才
は
わ
れ
わ
れ
の
想
像
力
（
能
力
）
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
様
式
分
析
な

ど
は
し
ば
し
ば
偏
見
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
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マ
タ
イ
論
争

　
《
召
命
》
と
《
殉
教
》
に
関
し
て
は
、
Ｘ
線
写
真
に
よ
っ
て
構
図
の
変
更
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
点
が
大
き
な
関
心
を
呼
ん
だ
。

（
図
₇
・
₈
）
特
に
断
念
さ
れ
た
《
殉
教
》
の
最
初
の
構
想
と
構
図
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
作
品
制
作
の

図 ₇　聖マタイの殉教　X線写真（₂₀₀₉年）

図 ₈　マタイの殉教　最初の構想の復元図
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進
化
の
一
側
面
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
な
っ
た（₉
）。

そ
し
て
、
レ
ッ
ト
ゲ
ン

が
発
表
し
た
資
料
に
よ
っ
て
礼
拝
堂
の
側
壁
を
飾
る
二
作
品
は
一
五
九
九

年
か
ら
一
六
〇
〇
年
に
か
け
て
描
か
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
そ
れ

を
前
提
に
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、

最
も
話
題
に
な
り
、
専
門
家
の
み
な
ら
ず
広
く
人
々
の
関
心
を
集
め
た
の

が
、「
マ
タ
イ
は
ど
こ
に
」
と
い
う
マ
タ
イ
論
争
で
あ
っ
た
。

　

ベ
ッ
ロ
ー
リ
や
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
と
い
っ
た
初
期
の
伝
記
作
者
の
記
事
か

ら
も
、
ま
た
少
な
か
ら
ぬ
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ェ
ス
キ
の
模
倣
作
品
か
ら
も
、

そ
し
て
構
図
や
人
物
表
現
か
ら
も
、《
召
命
》
の
グ
ル
ー
プ
の
中
央
に
座
る

髭
の
男
が
マ
タ
イ
だ
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
一
度

も
疑
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
一
九
八
〇
年

代
に
な
っ
て
、
マ
タ
イ
は
髭
の
男
で
は
な
く
、
左
端
に
座
り
う
つ
む
い
て

金
を
数
え
て
い
る
若
者
だ
と
い
う
新
解
釈
が
提
案
さ
れ
た
。（
図
₉
・
₁₀
）

　

ま
ず
、
ヒ
ッ
バ
ー
ト
が
一
九
八
三
年
の
著
書
で
、
左
隅
の
若
者
を
マ
タ

イ
と
す
る
デ
・
マ
ル
コ
の
説
を
紹
介
し
た
が
、
彼
は
は
っ
き
り
そ
れ
を
否

定
し
た（₁₀
）。

そ
の
後
、
プ
ラ
タ
ー
が
一
九
八
五
年
に
本
格
的
な
論
文
を
書

い
た（₁₁
）。

プ
ラ
タ
ー
は
、
ず
っ
と
昔
に
バ
ウ
ア
ー
と
い
う
バ
ロ
ッ
ク
美
術
研

究
者
が
口
頭
で
指
摘
し
た
こ
と
か
ら
論
文
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
た
、
と
記

図₉　聖マタイの召命（部分）図₁₀　聖マタイの召命（部分）
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し
て
い
る
。
バ
ウ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、
人
差
し
指
は
他
の
者
を
指
す
の
に
使
わ
れ
る
も
の
だ
、
し
た
が
っ
て
髭
の
男
は
左
の
若
者
を
差

し
て
い
る
、
つ
ま
り
左
端
の
若
者
が
マ
タ
イ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
を
受
け
て
、
プ
ラ
タ
ー
は
こ
う
解
釈
し
た
。
こ
の
絵

で
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
、
マ
タ
イ
の
召
命
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
呼
び
か
け
が
ま
だ
彼
に
届
か
な
い
状
態
、
罪
人
で
は
な
い
が
ま

だ
使
徒
で
も
な
い
マ
タ
イ
の
状
態
を
描
い
た
の
だ
、
と
。「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
、
ま
だ
罪
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
次
の
瞬
間
に
立

ち
上
が
り
、
キ
リ
ス
ト
に
従
う
で
あ
ろ
う
マ
タ
イ
を
描
い
た
の
で
あ
る
」。
つ
ま
り
、
プ
ラ
タ
ー
は
こ
の
絵
を
、《
い
か
さ
ま
師
》
や

《
女
占
師
》
の
よ
う
に
「
絵
の
目
利
き
」
を
念
頭
に
描
い
た
、
初
期
の
風
俗
画
的
作
品
と
同
じ
発
想
で
描
か
れ
た
作
品
、
つ
ま
り
見
る

者
が
「
真
の
マ
タ
イ
の
ト
リ
ッ
ク
」
を
発
見
す
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の
作
品
だ
、
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
、「
明

瞭
で
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
公
的
な
大
作
」
と
い
う
求
め
ら
れ
て
い
た
条
件
を
い
ま
だ
理
解
せ
ず
、「
研
究
さ
れ
る
べ
き
作
品
」

と
し
て
描
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
新
解
釈
に
刺
激
さ
れ
て
少
な
か
ら
ぬ
論
文
が
書
か
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
召
命
を
受
け
た
収
税
人
マ
タ
イ
は
ど
の
人
物
か
、
と
い

う
マ
タ
イ
論
争
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
が
、
左
端
の
若
者
を
マ
タ
イ
と
す
る
解
釈
の
根
拠
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る（₁₂
）。

①
人
差
し
指
で
自
分
を
差
す
こ
と
は
な
く
、
髭
の
男
は
若
者
を
指
さ
し
て
い
る
。

②
キ
リ
ス
ト
の
手
は
若
者
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
③
髭
の
男
は
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
支
払
っ
て
い
る

（
つ
ま
り
髭
の
男
は
収
税
人
で
は
な
い
）。
④
若
者
が
座
る
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
椅
子
は
貪
欲
を
象
徴
し
、《
聖
マ
タ
イ
と
天
使
》
第
一
作
に
繋

が
っ
て
い
る
（
第
一
作
の
マ
タ
イ
も
同
じ
タ
イ
プ
の
椅
子
に
座
っ
て
い
る
）。
⑤
無
帽
の
若
者
こ
そ
卑
し
い
収
税
人
マ
タ
イ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

新
解
釈
の
こ
れ
ら
の
根
拠
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、《
召
命
》
に
関
す
る
基
本
的
な
事
実
を
見
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。《
召
命
》

の
物
語
は
、
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
そ
し
て
ル
カ
の
三
つ
の
福
音
書
に
あ
る
短
い
記
事
に
基
づ
い
て
い
る
。「
イ
エ
ス
は
そ
こ
を
た
ち
、

通
り
が
か
り
に
、
マ
タ
イ
と
い
う
人
が
収
税
所
に
座
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
て
、『
わ
た
し
に
従
い
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
た
。
彼
は
立
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ち
上
が
っ
て
イ
エ
ス
に
従
っ
た
」（
マ
タ
イ
九
・
九
）。
福
音
書
に
よ
れ
ば
、
マ
タ
イ
は
こ
の
後
、
イ
エ
ス
と
弟
子
た
ち
、
そ
し
て
大
勢

の
収
税
人
ら
に
食
事
を
ふ
る
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
「
な
ぜ
収
税
人
や
罪
人
と
食
事
を
共
に
す
る
の
か
」
と
パ
リ
サ
イ
人
に
問
わ
れ
た

イ
エ
ス
は
、「
丈
夫
な
人
に
は
医
者
は
い
ら
な
い
。
い
る
の
は
病
人
で
あ
る
」、「
わ
た
し
が
き
た
の
は
、
義
人
を
招
く
た
め
で
は
な

く
、
罪
人
を
招
く
た
め
で
あ
る
」
と
答
え
る
の
で
あ
る
（
マ
ル
コ
と
ル
カ
福
音
書
で
は
、
収
税
人
は
マ
タ
イ
で
は
な
く
レ
ビ
と
呼
ば
れ
て
い
る
）。

　

コ
ン
タ
レ
ッ
リ
礼
拝
堂
の
装
飾
事
業
は
長
く
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
っ
た（₁₃
）。

一
五
六
五
年
に
マ
ッ
テ
オ
・
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
（
マ
シ
ュ
ー
・

コ
ワ
ン
ト
レ
ル
）
枢
機
卿
が
最
初
に
装
飾
を
依
頼
し
た
の
は
ブ
レ
ッ
シ
ャ
出
身
の
画
家
ジ
ロ
ラ
モ
・
ム
ツ
ィ
ア
ー
ノ
だ
っ
た
が
、
な
ぜ

か
ま
っ
た
く
手
が
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
枢
機
卿
は
一
五
八
五
年
に
世
を
去
り
、
一
五
九
一
年
に
な
っ
て
遺
言
執
行
人
に
よ
っ

て
画
家
カ
ヴ
ァ
リ
エ
ル
・
ダ
ル
ピ
ー
ノ
と
契
約
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
時
の
契
約
書
に
は
、
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
自
身
が
記
し
た
、
作
品
の

主
題
と
い
か
に
描
く
べ
き
か
の
指
南
書
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
天
井
画
は
カ
ヴ
ァ
リ
エ
ル
・
ダ
ル
ピ
ー
ノ
が
描
い
た
が
、

そ
の
後
再
び
放
置
さ
れ
て
い
た
礼
拝
堂
の
側
面
を
飾
る
べ
く
、《
召
命
》
と
《
殉
教
》
の
二
作
品
が
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
に
注
文
さ
れ

た
の
は
一
五
九
九
年
七
月
だ
っ
た
。
こ
の
時
に
も
枢
機
卿
の
指
南
書
に
従
っ
て
描
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
注
文

主
自
身
が
絵
の
主
題
に
つ
い
て
書
き
残
す
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
い
事
例
で
あ
り
、
そ
の
点
で
こ
の
指
南
書
は
興
味
深
い
資
料
だ
と

い
え
る
。《
召
命
》
に
つ
い
て
、
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
は
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

　
「
店
あ
る
い
は
収
税
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
広
間
に
い
る
聖
マ
タ
イ
が
描
か
れ
る
。
そ
こ
に
は
こ
う
し
た
オ
フ
ィ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い

種
々
の
も
の
が
あ
る
。
収
税
人
が
使
う
よ
う
な
机
、
帳
簿
、
金
。（
聖
マ
タ
イ
は
）
い
く
ら
か
の
額
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
よ

り
よ
い
の
は
そ
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
（
が
描
か
れ
る
）。
そ
う
し
た
仕
事
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
服
装
を
し
た
聖
マ
タ
イ

は
、
そ
の
机
か
ら
、
彼
を
召
命
す
る
た
め
に
弟
子
と
と
も
に
通
り
が
か
り
に
立
ち
寄
っ
た
わ
れ
ら
の
主
に
つ
い
て
い
こ
う
と
立
ち
上

が
る
。
聖
マ
タ
イ
の
身
振
り
に
お
い
て
は
、
他
の
部
分
同
様
、
画
家
の
腕
前
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（₁₄
）」。
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同
様
の
指
示
は
他
の
作
品
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
、
Ｘ
線
写
真
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
《
殉
教
》
の
最
初
の
構
想
に
お
い
て
も
、
ま
た
《
聖
マ
タ
イ

と
天
使
》
第
一
作
に
お
い
て
も
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
の
指

示
に
忠
実
に
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
《
召
命
》
に
お
い
て
も
、
絵
を
見

れ
ば
わ
か
る
通
り
、
基
本
的
に
指
南
書
に
従
っ
て
描
い
て
い
る
。
窓
の
あ
る

室
内
（
戸
外
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
窓
を
見
れ
ば
わ
か
る
通
り
室
内
で
あ
る
）
に

置
か
れ
た
机
に
、
当
世
風
の
衣
装
を
身
に
つ
け
た
髭
の
男
が
座
り
、
そ
の
ま

わ
り
に
や
は
り
当
世
風
の
衣
装
を
着
た
四
人
の
人
物
が
い
る
。
机
の
上
に
は
、

指
南
書
に
あ
る
通
り
、
帳
簿
と
筆
記
用
具
、
そ
し
て
集
め
た
金
を
入
れ
る
袋

が
置
か
れ
て
い
る
。
髭
の
男
は
コ
イ
ン
の
つ
い
た
帽
子
を
被
り
、
他
の
者
よ

り
も
幾
分
豪
華
な
「
そ
う
し
た
仕
事
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
服
装
」
を

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
、
右
側
に
は
通
り
が
か
り
に
立
ち
寄
っ
た

イ
エ
ス
と
弟
子
（
ペ
テ
ロ
）
が
古
代
風
の
衣
装
を
着
た
姿
で
描
か
れ
、
二
人
と

も
右
手
で
だ
れ
か
を
指
さ
す
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
し
て
い
る
。（
図
₁₁
・
₁₂
）

　

ロ
ー
マ
皇
帝
か
ら
収
税
の
仕
事
を
請
け
負
っ
た
収
税
人
に
は
私
腹
を
肥
や

す
者
が
多
か
っ
た
が
、
マ
タ
イ
も
そ
う
し
た
一
人
だ
っ
た
こ
と
は
、
イ
エ
ス

や
弟
子
た
ち
、
そ
し
て
大
勢
の
仲
間
の
収
税
人
に
食
事
を
ふ
る
ま
っ
た
と
い

う
記
事
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
（
ル
カ
福
音
書
で
は
、「
自
分
の
家
で
イ
エ
ス
の
た
め
に

図₁₁　聖マタイの召命（部分）図₁₂　聖マタイの召命（部分）
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盛
大
な
宴
会
を
催
し
た
」
と
し
て
い
る
）。
使
徒
と
な
っ
た
マ
タ
イ
は
、
後
に
福
音
書
家
の
一
人
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
歴
か

ら
、
マ
タ
イ
は
両
替
商
や
銀
行
家
、
税
理
士
や
会
計
士
な
ど
の
守
護
聖
人
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
ギ
ベ
ル
テ
ィ
が
制
作
し
た
ブ

ロ
ン
ズ
の
《
聖
マ
タ
イ
》
像
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
両
替
商
組
合
の
守
護
聖
人
と
し
て
、
オ
ル
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
聖
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。「
マ
タ
イ
の
召
命
」
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
主
題
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
四
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に

か
け
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
描
か
れ
た
作
例
で
は
、
マ
タ
イ
は
両
替
商
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
て
い
る
。
髭
の
男
は

コ
イ
ン
の
付
い
た
帽
子
を
被
っ
て
い
る
が
、
両
替
商
と
結
び
つ
く
要
素
だ
と
い
え
る
。
ま
た
、
マ
リ
ヌ
ス
・
フ
ァ
ン
・
レ
イ
メ
ル
ス

ワ
ー
レ
の
作
品
が
示
す
よ
う
に
、
北
方
の
画
家
た
ち
も
両
替
商
や
収
税
人
を
描
い
た
風
俗
画
の
延
長
上
に
マ
タ
イ
の
召
命
を
描
い
て

い
る
。
マ
タ
イ
の
召
命
の
主
題
は
、
し
ば
し
ば
「
貪
欲
」
の
悪
徳
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る（₁₅
）。（

図
₁₃
・
₁₄
・
₁₅
・
₁₆
・
₁₇
・
₁₈
）

　

ロ
ー
マ
で
も
マ
タ
イ
の
生
涯
が
絵
の
主
題
に
な
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
私
は
二
つ
の
作
例
し
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

パ
リ
ス
・
ノ
ガ
ー
リ
作
と
さ
れ
る
ラ
テ
ラ
ン
宮
の
壁
画
（
一
五
八
〇
年
代
後
半
）
と
、
ム
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
イ
ン
・
ア

ラ
チ
ェ
ー
リ
聖
堂
マ
ッ
テ
イ
礼
拝
堂
の
壁
画
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ヴ
ァ
リ
エ
ル
・
ダ
ル
ピ
ー
ノ
に
よ
る
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
礼
拝
堂
の
た

め
の
準
備
素
描
も
残
っ
て
い
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
こ
う
し
た
作
品
を
見
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
い

ず
れ
も
マ
タ
イ
が
す
で
に
立
ち
上
が
っ
て
イ
エ
ス
に
従
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
伝
統
に
反
し
て
、
カ
ラ

ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
収
税
人
と
し
て
机
に
座
っ
て
い
る
マ
タ
イ
を
描
い
た
の
は
、
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
枢
機
卿
の
指
南
書
に
従
っ
た
た
め
だ
と

考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。（
図
₁₉
・
₂₀
・
₂₁
・
₂₂
）

　

以
上
の
よ
う
な
点
を
考
え
れ
ば
、
左
の
グ
ル
ー
プ
五
人
の
う
ち
、
中
央
に
座
る
帽
子
を
被
っ
て
髭
を
生
や
し
た
男
が
マ
タ
イ
だ
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
伝
統
に
異
を
唱
え
た
、
左
の
若
者
を
マ
タ
イ
と
す
る
説
に
は
根
拠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
挙
げ
た
五
つ

の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
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図₁₃　ロレンツォ・ギベルティ　
聖マタイ　ブロンズ　₁₄₂₂
年　オルサンミケーレ聖堂
（フィレンツェ）

図₁₄　ニッコロ・ディ・ピエトロ・ジェリーニ　
聖マタイの召命　サン・フランチェスコ聖
堂（プラート）

図₁₅　カルパッチョ　聖マタイの召命　ス
クオーラ・デッリ・スキアヴォーニ
（ヴェネツィア）



30

図₁₆　マリヌス・ファン・レイメルスワーレ　収税人　
₁₅₄₂年　アルテピナコテーク（ミュンヘン）

図₁₇　マリヌス・ファン・レイメルスワーレ　聖マタ
イの召命

図₁₈　マリヌス・ファン・レイメルスワーレ　聖マタ
イの召命　ティッセン・ボルネミッサ美術館
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図₁₉　パリス・ノガーリ（？）　聖マ
タイの召命　サーラ・デッ
リ・アポストリ（ラテラン宮）

図₂₀　ジロラモ・ムツィアーノ　聖マタイの召命　
₁₅₈₆-₈₉年　サンタ・マリア・イン・アラ
チェーリ聖堂

図₂₁　カヴァリエル・ダルピーノ　聖マタイの召
命のための準備素描

図₂₂　カヴァリエル・ダルピーノ　聖
マタイの召命のための準備素描
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ま
ず
、
④
の
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
椅
子
に
関
す
る
指
摘
は
問
題
に
な
ら
な
い（₁₆
）。

な
ぜ
な
ら
、

通
常
の
図
版
で
は
見
え
な
い
が
、
よ
い
写
真
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
左
手
の
若
者
だ

け
で
な
く
髭
の
男
も
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
椅
子
に
座
っ
て
い
る
か
ら
だ
。（
図
₂₃
）
ま
た
、
⑤

の
卑
し
い
マ
タ
イ
と
い
う
指
摘
も
、
マ
タ
イ
が
富
裕
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
福
音
書
の
記

事
や
、
両
替
商
な
ど
の
守
護
聖
人
だ
っ
た
と
い
う
伝
統
を
考
え
る
と
、
根
拠
に
は
な
り
え

な
い
。
③
の
金
を
受
け
取
る
仕
草
か
、
支
払
う
仕
草
か
と
い
う
問
題
は
、
髭
の
男
の
仕
草

が
北
方
絵
画
で
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
き
た
両
替
商
の
そ
れ
と
一
致
す
る
点
か
ら
、
金
を
数

え
る
、
つ
ま
り
受
け
取
る
仕
草
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。（
図
₂₄
・
₂₅
・
₂₆
・
₂₇
）。
結

局
の
と
こ
ろ
、
左
隅
の
若
者
を
マ
タ
イ
と
す
る
解
釈
の
根
拠
は
①
と
②
、
つ
ま
り
髭
の
男

は
若
者
を
指
し
示
し
て
い
る
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
も
若
者
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、

と
い
う
こ
と
だ
け
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
《
召
命
》
の
「
手
の
ド
ラ
マ
」
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂

の
天
井
画
《
ア
ダ
ム
の
創
造
》
の
神
の
手
と
ア
ダ
ム
の
手
の
表
現
か
ら
得
た
こ
と
は
、
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。《
召
命
》
で
は
、
立

ち
寄
っ
た
キ
リ
ス
ト
が
「
わ
た
し
に
従
い
な
さ
い
」
と
手
を
差
し
伸
べ
、
弟
子
の
ペ
テ
ロ
も
同
じ
仕
草
で
そ
れ
を
追
認
し
て
い
る
。

（
図
₂₈
・
₂₉
・
₃₀
）
そ
し
て
髭
の
男
も
、
や
は
り
同
じ
よ
う
な
仕
草
で
応
じ
て
い
る
。
こ
の
「
手
の
ド
ラ
マ
」
を
演
じ
る
三
人
の
人
物

は
、
そ
の
手
で
そ
れ
ぞ
れ
誰
を
指
し
示
し
て
い
る
の
か
。
最
も
明
瞭
な
の
は
ペ
テ
ロ
で
、
彼
の
手
が
髭
の
人
物
を
示
し
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
は
や
や
曖
昧
で
、
そ
の
身
振
り
は
マ
タ
イ
だ
け
で
な
く
、
礼
拝
す
る
者
（
絵
を
見
る
者
）
を
招
く

よ
う
に
も
見
え
る
、
と
い
う
指
摘
も
あ
る（₁₇
）。

し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
は
こ
の
絵
の
登
場
人
物
の
前
列
で
は
な
く
、
髭
の
男
と
同
じ
後
列 図₂₃　聖マタイの召命（部分）
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図₂₅　クエンティン・マサイス　両替商とその妻　
₁₅₁₄年　ルーヴル美術館

図₂₆　マールテン・ファン・ヘームスケルク　
夫婦の肖像（夫のパネル）　₁₅₂₉年　
アムステルダム王立美術館

図₂₇　夫婦の肖像（夫のパネル・部分）

図₂₄　聖マタイの召命（部分）
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図₂₈　ミケランジェロ　アダムの創造（部分）　
システィーナ礼拝堂天井画

図₂₉　ミケランジェロ　アダムの手
（左右反転図）

図₃₀　聖マタイの召命（部分）



カラヴァッジョの《聖マタイ伝連作》をめぐる二、三の考察35

に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
前
列
の
若
者
に
手
を
差
し
出
し
て
い
る
と
は
見
え
な
い
。

　

最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
髭
の
男
が
若
者
を
指
さ
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
だ
。
つ
ま
り
、

人
差
し
指
は
自
分
を
差
す
の
に
は
用
い
ら
れ
な
い
、
し
た
が
っ
て
髭
の
男
の
手
は
若
者
を
差
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
の
新
解
釈
の
出
発
点
と
な
っ
た
指
摘
の
是
非
で
あ
る
。
ま
ず
、
髭
の
男
の
左
手

の
人
差
し
指
は
影
に
沈
ん
で
お
り
、
光
が
当
た
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
左
手
前
に
座
る
若

者
を
指
さ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
、
と
い
う
単
純
な
事
実
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
、
新
解
釈
の
根
拠
を
否
定
す
る
の
に
十
分
だ
と
も
い
え
る
。（
図
₃₁
）

　

し
か
し
、
も
う
少
し
考
察
を
深
め
る
た
め
に
、
二
つ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、

イ
タ
リ
ア
で
は
日
本
の
よ
う
に
人
差
し
指
だ
け
を
用
い
て
何
か
を
指
さ
す
こ
と
は
な
く
、
親
指

と
人
差
し
指
を
Ⅴ
字
に
し
て
用
い
る
と
い
う
点
だ
。
無
数
の
作
品
中
の
人
物
が
こ
の
こ
と
を
証

明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
《
岩
窟

の
聖
母
》
や
《
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
》
を
思
い
出
せ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。（
図

₃₂
）
キ
リ
ス
ト
と
ペ
テ
ロ
の
仕
草
も
同
様
で
あ
り
、
髭
の
男
も
左
手
で

そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
仕
草
で
自
分

自
身
を
差
し
示
す
作
品
の
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
最
も
注
目
さ
れ

る
の
は
《
ペ
テ
ロ
と
ア
ン
デ
レ
の
召
命
》
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
多
く
の

コ
ピ
ー
作
品
が
残
る
も
の
の
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
失

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
二
〇
〇
六
年
に
マ

図₃₁　聖マタイの召命（部分）

図₃₂　レオナルド・ダ・ヴィンチ　
岩窟の聖母（部分）　ルーヴ
ル美術館
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リ
ー
ニ
と
マ
ー
ン
ら
に
よ
っ
て
ハ
ン
プ
ト
ン
コ
ー
ト
に
あ
る
作
品
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
だ
と
主
張
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
た
。
こ
の
主

張
に
は
疑
問
を
持
つ
研
究
者
も
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
ア
ン
デ
レ
の
仕
草
で
あ
る
。「
私
も
で
す
か
」
と
自
ら
を
示
す

ア
ン
デ
レ
の
仕
草
は
、《
マ
タ
イ
の
召
命
》
の
髭
の
人
物
の
そ
れ
と
瓜
二
つ
だ（₁₈
）。

さ
ら
に
、
ド
メ
ニ
キ
ー
ノ
の
《
ペ
テ
ロ
と
ア
ン
デ
レ

の
召
命
》
の
壁
画
（
サ
ン
タ
ン
ド
レ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
ヴ
ァ
ッ
レ
聖
堂
）
と
そ
の
準
備
素
描
二
点
、
そ
し
て
マ
ッ
テ
ィ
ア
・
プ
レ
ー
テ
ィ
の
《
ペ

テ
ロ
の
否
認
》
な
ど
も
同
じ
仕
草
を
描
い
て
い
る
。（
図
₃₃
・
₃₄
・
₃₅
・
₃₆
）

　

も
う
一
つ
の
点
は
、
一
七
世
紀
の
伝
記
作
者
の
中
で
《
召
命
》
の
マ
タ
イ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
ベ
ッ
ロ
ー
リ
と
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト

の
記
事
で
あ
る
。
ベ
ッ
ロ
ー
リ
は
、「
聖
マ
タ
イ
は
金
を
勘
定
す
る
の
を
や
め
、
片
手
を
胸
に
あ
て
て
キ
リ
ス
ト
の
方
を
振
り
返
っ
て

い
る
」
と
記
し（₁₉
）、

ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
は
、「
マ
タ
イ
は
臆
病
そ
う
に
手
に
カ
ー
ド
を
隠
し
、
も
う
一
方
の
手
を
胸
に
お
き
、
価
値
の
な
い

彼
が
キ
リ
ス
ト
に
使
徒
に
召
さ
れ
た
の
で
、
顔
に
驚
き
と
恥
じ
ら
い
の
表
情
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る（₂₀
）。

注
目
す
べ
き

は
、
二
人
と
も
マ
タ
イ
は
自
分
を
差
し
て
い
る
と
は
言
わ
ず
に
、
手
を
「
胸
に
当
て
て
（con una m

ano al petto

）」
あ
る
い
は

「
胸
に
お
き
（die andre legt er auf seine B

rust
）」
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
胸
に
手
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
、
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
作
品
に
触
発
さ
れ
て
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ

ジ
ェ
ス
キ
が
描
い
た
「
マ
タ
イ
の
召
命
」
に
お
い
て
、
少
な
か
ら
ぬ
作
品
で
胸
に
手
を
当
て
る
マ
タ
イ
が
描
か
れ
た
理
由
が
納
得
で

き
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
絵
に
触
発
さ
れ
て
こ
れ
ら
の
作
品
を
制
作
し
た
画
家
た
ち
は
、
み
な
髭
の
男
を
マ
タ
イ
と
考
え
て
い
た

の
で
あ
る
。（
図
₃₇
・
₃₈
・
₃₉
・
₄₀
・
₄₁
・
₄₂
・
₄₃
）

　

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
時
代
に
は
、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
の
決
定
を
受
け
て
、
聖
堂
の
画
像
は
司
教
や
聖
堂
関
係
者
の
監
視
下
に
置
か
れ

て
い
た
。
実
際
、
一
五
九
三
年
の
教
令
に
よ
っ
て
、
美
術
家
は
あ
ら
か
じ
め
下
絵
や
カ
ル
ト
ン
な
ど
を
提
出
し
て
許
可
を
得
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
一
六
〇
〇
年
九
月
に
チ
ェ
ラ
ー
ジ
礼
拝
堂
の
作
品
制
作
の
契
約
を
結
ん
だ
際
に
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図₃₃　カラヴァッジョ（？）　ペテロとアン
デレの召命　ハンプトンコート

図₃₄　ドメニキーノ　ペテロとアンデレ
の召命　₁₆₂₂-₂₇年　サン・タン
ドレア・デッラ・ヴァッレ聖堂

図₃₅　ドメニキーノ　ペテロとア
ンデレの召命のための準備
素 描　₁₆₂₂-₂₇ 年 ウ ィ ン
ザー城コレクション

図₃₆　マッティア・プレーティ　ペ
テロの否認　₁₆₃₀年代　バル
ベリーニ国立絵画館（ローマ）
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図₃₇　クリストフォロ・ロンカッリ（ポマ
ランチョ）　聖マタイの召命　マッテ
イ・カエターニ宮図₃₈　ヘンドリック・デル・ブルッヘン　

聖マタイの召命　₁₆₂₁年　ユトレヒ
ト美術館

図₃₉　カラヴァッジェスキの画家　聖マタ
イの召命　ニューヨーク個人コレク
ション図₄₀　ベルナルド・ストロッツィ　聖マタ

イの召命　ウルスター美術館
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図₄₁　ニコラ・トルニーリ　聖マタイの召
命　ルアン美術館図₄₂　マッティアス・ストーマー　聖マタ

イの召命　サン・フランシスコ美術
館

図₄₃　マッティア・プレーティ　聖マタイ
の召命
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も
、「
人
物
と
そ
の
他
の
事
物
の
見
本
と
素
描
」
を
提
示
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る（₂₁
）。

こ
う
し
た
規
則
に
違
反
し
た
場
合
に
は

最
高
で
五
〇
ス
ク
ー
ド
の
罰
金
、
さ
ら
に
は
禁
固
刑
や
追
放
の
厳
罰
を
受
け
る
可
能
性
も
あ
っ
た（₂₂
）。

実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
種
の
規
則

が
ど
の
程
度
適
用
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
礼
拝
堂
の
場
合
は
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の
造
営
局

が
関
係
し
た
の
だ
か
ら
、
デ
ル
・
モ
ン
テ
枢
機
卿
や
聖
堂
の
関
係
者
が
指
導
に
当
た
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
《
召

命
》
の
場
合
は
、
契
約
に
よ
っ
て
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
枢
機
卿
が
残
し
た
指
南
書
に
従
っ
て
制
作
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
プ
ラ
タ
ー
が
考
え
た
よ
う
に
、
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
向
け
の
「
ク
ワ
ド
リ
・
ダ
・
カ
メ
ラ
」（
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・

ピ
ク
チ
ャ
ー
）
の
場
合
の
よ
う
な
、
制
作
や
着
想
の
自
由
が
入
り
込
む
余
地
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
そ
も
そ
も
マ
タ
イ
は
伝
統
的

に
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
、
つ
ま
り
髭
を
生
や
し
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
た
。（
図
₄₄
）
左
の
若
者
が
マ
タ
イ
だ
な
ど
と
は
、
当
時
誰
も
想

像
が
で
き
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
し
、
そ
れ
が
容
認
さ
れ
た
と
も
思
え
な
い
。

　

マ
タ
イ
論
争
に
関
し
て
、
日
本
で
は
、
中
村
俊
春
が
一
九
九
〇
年
に
議
論
を
紹
介
し（₂₃
）、

宮
下
規
久
朗
が
二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
四

年
に
独
自
の
考
察
を
加
え
て
若
者
説
を
と
る
論
文
を
書
い
た（₂₄
）。

宮
下
は
多

く
の
著
書
で
こ
の
解
釈
を
繰
り
返
し
た
の
で
、
日
本
で
は
左
の
若
者
が
マ

タ
イ
と
い
う
解
釈
が
主
流
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
プ
ラ
タ
ー
の
説
を
受

け
継
ぐ
宮
下
に
よ
れ
ば
、「
キ
リ
ス
ト
の
声
を
聞
い
た
瞬
間
に
男
（
若
者
）

の
内
面
で
静
か
に
起
こ
っ
た
ド
ラ
マ
」
こ
そ
が
、
こ
の
絵
の
テ
ー
マ
な
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
論
じ
た
よ
う
に
、
若
者
を
マ
タ
イ
と
す
る
新
解
釈

に
は
根
拠
ら
し
い
根
拠
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
は
、
カ

図₄₄　グイド・レーニ　聖マタイと
天使　₁₆₃₅-₄₀年　ヴァチカ
ン絵画館
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ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
左
の
若
者
を
描
く
の
に
ホ
ル
バ
イ
ン
の
版
画
《
ト
ラ
ン
プ
遊
び
を

す
る
人
》
を
参
照
し
た
、
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
若
者
説
に
は
不
利
な
材
料

と
い
え
る
だ
ろ
う
（
₂₅
））。（

図
₄₅
）《
召
命
》
の
制
作
に
当
た
っ
た
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ

ジ
ョ
は
、「
聖
マ
タ
イ
の
身
振
り
（atto

）
に
お
い
て
は
、
他
の
部
分
同

様
、
画
家
の
腕
前
（artificio

）
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
の
要
求
に
、
応
え
よ
う
と
努
め
た
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ

ジ
ョ
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
壁
画
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
、

キ
リ
ス
ト
と
ペ
テ
ロ
、
そ
し
て
マ
タ
イ
に
よ
る
「
手
の
ド
ラ
マ
」
を
演

出
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
聖
な
る
世
界
と
俗
な
る
世
界
を
結
び
付
け
、
マ
タ
イ
の
召

命
の
瞬
間
、
神
の
意
志
が
マ
タ
イ
に
伝
え
ら
れ
る
瞬
間
を
視
覚
化
し
た
の
で
あ
る
。
フ

リ
ー
ド
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
通
常
の
図
版
で
は
見
に
く
い
が
、
髭
の
男
の
右
足
は
少

し
浮
き
上
が
り
、
立
ち
上
が
っ
て
キ
リ
ス
ト
に
従
う
動
作
に
か
か
っ
て
い
る
と
も
見
え

る（₂₆
）。

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
見
事
な
「
画
家
の
腕
前
」
を
見
せ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

今
一
度
《
召
命
》
を
見
て
み
よ
う
。
マ
タ
イ
（
髭
の
男
）
に
は
光
が
当
た
り
、
そ
の
顔

は
知
的
で
決
然
と
し
て
い
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
手
に
な
る
最
も
見
事
な
人
物
の
一

人
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。（
図
₉
）
ま
た
、
二
点
の
《
エ
マ
オ
の
キ
リ
ス

ト
》
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
他
の
作
品
で
も
主
人
公
を
テ
ー

ブ
ル
の
中
心
に
座
ら
せ
、
前
列
で
は
な
く
第
二
列
目
に
配
し
て
い
る
。（
図
₄₆
）《
召
命
》

図₄₅　ホルバイン　カード遊びをす
る人（左右反転図）　「死の舞
踏」より　₁₅₂₃-₂₅年頃

図₄₆　エマオのキリスト　ロンドン・ナショナ
ル・ギャラリー
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で
も
マ
タ
イ
と
キ
リ
ス
ト
は
前
面
の
人
物
の
奥
に
配
さ
れ
て
い
る
（
ペ

テ
ロ
は
後
か
ら
描
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
）。
さ
ら

に
観
察
す
る
と
、
マ
タ
イ
と
キ
リ
ス
ト
の
間
に
座
る
若
者
二
人
は
キ

リ
ス
ト
の
存
在
に
気
づ
き
、
マ
タ
イ
の
左
に
い
る
二
人
は
気
づ
か
ず

に
い
る
。
た
と
え
ば
ピ
エ
ロ
・
デ
ッ
ラ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
《
キ

リ
ス
ト
の
復
活
》
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
対
比
は
物

語
図
像
の
伝
統
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
い
（
ピ
エ
ロ
の
絵
で
は
、
四
人
の
兵

士
の
う
ち
二
人
が
目
覚
め
、
二
人
が
眠
っ
て
い
る
）。（
図
₄₇
）

　

召
命
の
主
題
は
回
心
と
い
う
側
面
を
も
つ
わ
け
だ
が
、
回
心
の
図

像
と
し
て
は
《
マ
ル
タ
と
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》
と
の
類
似
が
注
目
さ
れ
る
。
マ
ル
タ

は
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
を
説
諭
す
る
が
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
は
す
で
に
回
心
し
、
決

然
と
し
て
い
る
。
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
の
手
は
一
方
は
現
世
の
虚
飾
を
示
す
鏡
に
触
れ
、

も
う
一
方
の
手
は
オ
レ
ン
ジ
の
花
を
も
っ
て
胸
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
髭
の
マ
タ
イ
と

の
類
似
は
顕
著
で
あ
る
（
左
手
の
人
差
し
指
を
右
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
つ
ま
む
マ
ル
タ
の
手

の
仕
草
が
、《
聖
マ
タ
イ
と
天
使
》
第
二
作
の
天
使
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
だ
。
図
₄₅
の
グ

イ
ド
・
レ
ー
ニ
が
描
い
た
天
使
も
同
じ
仕
草
を
し
て
い
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
《
ア
テ
ネ
の
学
堂
》
の

ソ
ク
ラ
テ
ス
も
同
じ
仕
草
を
し
て
い
る
。
論
理
的
な
議
論
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
）。（
図
₄₈
・
₄₉
）

　

う
つ
む
く
若
者
を
マ
タ
イ
と
す
る
新
解
釈
に
は
、
だ
れ
も
疑
わ
な
か
っ
た
伝
統
＝
定

図₄₇　ピエロ・デッラ・フランチェスカ　
キリストの復活　サンセポルクロ
市立美術館

図₄₈　マルタとマグダラのマリア　₁₅₉₈年頃　
デトロイト美術館
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説
を
打
ち
破
る
と
い
う
快
感
が
あ
る
し
、
話
と
し
て
は
面
白
い
と
い
う
話
題
性
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
誤
っ
た
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
理
解
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
主
題
に
独
自
の
解
釈
を
加
え
る
内
省
的
で
深
い
宗

教
性
を
秘
め
た
画
家
と
い
う
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
合
致
す
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
歴
史
的
に
妥
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
わ

れ
わ
れ
は
で
き
る
だ
け
時
代
と
社
会
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
、
作
者
と
作
品
を

理
解
す
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
私
は
考
え
る
。

拒
否
の
理
由

　

マ
タ
イ
伝
連
作
を
め
ぐ
っ
て
は
、
も
う
一
つ
研
究
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
《
マ
タ
イ
と
天
使
》
第
一
作
が
そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
描
き
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
マ
ン
チ
ー
ニ
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
が
、
バ
リ
オ
ー
ネ
は
こ
う
記
し
て
い
る
。「
聖
マ
タ
イ
の
一
点
は
、
も

と
も
と
は
サ
ン
・
ル
イ
ー
ジ
・
デ
イ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ー
ジ
聖
堂
の
、
あ
の
祭
壇
を
飾
る
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
誰
に
も

気
に
入
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、（
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
）
侯
が
ミ
ケ
ラ
ニ
ョ
ロ
（
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
）
の
作
品
で
あ
る

と
い
う
理
由
だ
け
で
引
き
取
っ
た
の
で
あ
る（₂₇
）」。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ッ
ロ
ー
リ
は
一
大
「
事
件
」
と
し
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。「
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
を
混
乱

図₄₉　ラファエッロ　アテネの学堂
（部分）　ヴァチカン美術館
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に
陥
れ
、
そ
の
名
声
を
失
墜
さ
せ
る
ほ
ど
の
事
件
が
起
こ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
中
央
に
置
く
た
め
に
聖
マ
タ
イ
の
絵
を
完
成
し
て
、

そ
れ
を
祭
壇
に
据
え
た
と
こ
ろ
、
こ
の
人
物
は
脚
を
組
ん
で
座
っ
た
り
、
無
作
法
に
人
々
の
前
に
素
足
を
さ
ら
し
た
り
し
て
お
り
、

品
位
も
な
け
れ
ば
、
聖
人
ら
し
く
も
な
い
と
の
理
由
で
、
神
父
ら
に
よ
っ
て
取
り
払
わ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ

ジ
ョ
は
、
聖
堂
に
飾
ら
れ
る
最
初
の
作
品
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
侮
辱
を
受
け
た
こ
と
で
、
大
い
に
落
胆
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
の

と
き
、
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
侯
が
彼
の
た
め
に
働
き
、
こ
の
苦
境
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
侯
は
神
父
た
ち
と
の
仲
介
役
を
買
っ
て
出
、
そ
の
絵
を
自
ら
引
き
取
り
、
そ
し
て
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
に
は
同
じ
主
題
で
も
う

一
枚
、
別
の
絵
を
描
か
せ
た
の
だ
。
そ
の
絵
が
、
今
日
祭
壇
上
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（₂₈
）」。

　

ベ
ッ
ロ
ー
リ
は
こ
の
あ
と
、
こ
の
第
一
作
を
称
え
る
た
め
に
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー
ニ
は
残
り
の
三
人
の
福
音
書
家
を
グ
イ
ド
・

レ
ー
ニ
と
ド
メ
ニ
キ
ー
ノ
、
ア
ル
バ
ー
ニ
に
描
か
せ
た
。
そ
し
て
「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
第
二
作
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
全
力
を
注

い
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
伝
記
の
最
後
に
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
に
つ
い
て
総
括
し
た
部
分
で
、「
こ
の
よ
う
な
描
き
方
（
自
然
に

忠
実
に
描
き
、
美
し
い
も
の
よ
り
も
卑
俗
な
形
態
を
好
ん
で
描
く
描
き
方
）
の
ゆ
え
に
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
い
く
つ
か
の
不
幸
な
事
態
に
遭
遇

し
た
。
サ
ン
・
ル
イ
ー
ジ
・
デ
イ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ー
ジ
聖
堂
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
の
絵
が
祭
壇
か
ら
取
り
払
わ
れ
た
の

で
あ
る
」、
と
記
し
て
、《
聖
母
の
死
》
や
《
パ
ラ
フ
レ
ニ
エ
ー
リ
の
聖
母
》
の
場
合
に
も
言
及
し
て
い
る（₂₉
）。

　

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
ロ
ー
マ
で
公
的
な
宗
教
画
、
つ
ま
り
聖
堂
内
の
礼
拝
堂
の
祭
壇
画
や
側
壁
を
飾
る
絵
画
を
六
つ
の
礼
拝
堂
で

描
い
て
い
る
（
そ
の
ほ
か
に
、
ウ
ィ
ー
ン
の
《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
と
盗
難
に
あ
っ
た
パ
レ
ル
モ
の
《
キ
リ
ス
ト
の
降
誕
》
が
ロ
ー
マ
で
描
か
れ
た
可
能

性
が
高
い
と
さ
れ
る
）。
ロ
ー
マ
の
公
的
な
宗
教
画
の
う
ち
、
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
礼
拝
堂
《
マ
タ
イ
と
天
使
》
は
描
き
直
さ
れ
、
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
・
デ
ル
・
ポ
ポ
ロ
聖
堂
チ
ェ
ラ
ー
ジ
礼
拝
堂
の
《
パ
ウ
ロ
の
回
心
》
と
《
ペ
テ
ロ
の
磔
刑
》
も
第
二
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
替
え

ら
れ
た
。
ま
た
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の
《
パ
ラ
フ
レ
ニ
エ
ー
リ
の
聖
母
》
は
、
祭
壇
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
娼
婦
を
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モ
デ
ル
に
し
た
と
う
わ
さ
さ
れ
た
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
ス
カ
ー
ラ
聖
堂
の
《
聖
母
の
死
》
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
ロ
ー

マ
を
離
れ
た
後
、
サ
ラ
チ
ェ
ー
ニ
に
よ
っ
て
描
き
直
さ
れ
た
（
サ
ラ
チ
ェ
ー
ニ
自
身
も
描
き
直
さ
せ
ら
れ
て
二
点
の
作
品
を
制
作
し
て
い
る
）。

（
図
₅₀
・
₅₁
・
₅₂
）
一
方
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
最
高
傑
作
と
伝
記
作
者
た
ち
が
称
賛
す
る
キ
エ
ー
ザ
・
ヌ
オ
ー
ヴ
ァ
聖
堂
の
《
キ
リ

ス
ト
の
埋
葬
》
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
聖
堂
の
《
ロ
レ
ー
ト
の
聖
母
》
に
つ
い
て
は
、
バ
リ

オ
ー
ネ
が
「
巡
礼
者
の
一
人
は
泥
ま
み
れ
の
素
足
を
あ
ら
わ
に
し
、
女
性
の
方
は
ほ
こ
り
だ
ら
け
の
ほ
こ
ろ
び
た
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て

い
る
。
そ
し
て
人
々
は
、
偉
大
な
作
品
が
も
つ
細
部
の
こ
う
し
た
軽
率
さ
の
た
め
に
、
こ
の
絵
に
つ
い
て
大
い
に
騒
ぎ
立
て
た
の
で

あ
る
」
と
記
し
て
い
る（₃₀
）。

加
え
て
、《
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
》
が
多
く
の
学
者
が
考
え
る
よ
う
に
ロ
ー
マ
で
描
か
れ
た
と
し
た
ら
、
な
ぜ

礼
拝
堂
に
安
置
さ
れ
ず
、
ナ
ポ
リ
で
売
り
に
出
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
絵
も
ま
た
受
け
取
り
を
拒
否
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生

じ
る
だ
ろ
う
。

　

よ
う
す
る
に
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
公
的
な
宗
教
画
は
、
バ
リ
オ
ー
ネ
が
伝
え
る
《
召
命
》
と
《
殉
教
》
が
公

開
さ
れ
た
と
き
の
大
騒
ぎ
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
革
新
性
の
た
め
に
賛
否
両
論
の
議
論
を
巻
き
起
こ
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
が
描
き
直
さ
れ
た
り
、
別
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
替
え
ら
れ
た
り
、
祭
壇
か
ら
外
さ
れ
た
り
し
た
理
由
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
。
唯
一
、《
聖
母
の
死
》
が
「
み
だ
ら
さ
と
適
正
さ
の
欠
如
」
を
理
由
に
、
具
体
的
に
は
「
オ
ル
タ
ッ
チ
ョ
の
娼
婦
」
を

モ
デ
ル
に
し
た
た
め
に
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
ラ
・
ス
カ
ー
ラ
聖
堂
の
神
父
た
ち
に
拒
否
さ
れ
た
こ
と
は
、
マ
ン
チ
ー
ニ
が
兄
弟

に
書
き
送
っ
た
手
紙
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る（₃₁
）。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
経
緯
や
理
由
は
は
っ

き
り
し
な
い
。

　

チ
ェ
ラ
ー
ジ
礼
拝
堂
の
二
作
品
の
場
合
は
、
与
え
ら
れ
た
松
の
木
の
パ
ネ
ル
に
描
か
れ
た
最
初
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
お
そ
ら
く

四
年
か
五
年
し
て
か
ら
カ
ン
ヴ
ァ
ス
画
に
置
き
換
え
ら
れ
、
パ
ネ
ル
画
の
方
は
サ
ン
ネ
ジ
オ
枢
機
卿
に
買
い
取
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
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図₅₀　聖母の死　₁₆₀₅-₀₆年　ルー
ヴル美術館

図₅₁　サラチェーニ　聖母の死　₁₆₁₀年
頃　メトロポリタン美術館

図₅₂　サラチェーニ　聖母の死　
₁₆₁₀ 年 頃　サ ン タ・マ リ
ア・デッラ・スカーラ聖堂
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は
パ
ネ
ル
に
ヒ
ビ
が
入
る
な
ど
の
技
術
的
な
問
題
が
生
じ
た
せ
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
自
身
が
最
初
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
気

に
入
ら
ず
、
描
き
直
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
十
分

あ
り
う
る
と
思
う
。（
図
₅₃
・
₅₄
）《
パ
ラ
フ
レ
ニ
エ
ー
リ
の
聖
母
》
の

場
合
は
、
パ
ラ
フ
レ
ニ
エ
ー
リ
（
馬
丁
）
組
合
の
処
遇
の
問
題
、
あ
る
い

は
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
枢
機
卿
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
欲
が
原
因
に
な
っ
た
と
の
推

測
が
さ
れ
て
い
る
。

　

ベ
ッ
ロ
ー
リ
は
彼
の
古
典
主
義
的
な
価
値
観
に
よ
っ
て
、
カ
ラ

ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
美
の
理
想
を
侮
蔑
し
自
然
主
義
と
卑
俗
な
表
現
に
向

か
っ
た
た
め
に
「
不
幸
な
事
態
」
を
招
い
た
、
と
状
況
を
分
か
り
や
す

く
単
純
化
し
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
マ
ン
チ
ー
ニ
や
バ
リ
オ
ー
ネ

は
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
と
同
時
代
を
生
き
た
わ
け
だ
が
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ

ジ
ョ
の
没
後
に
生
ま
れ
た
ベ
ッ
ロ
ー
リ
が
伝
記
を
出
版
し
た
の
は
、《
聖

マ
タ
イ
と
天
使
》
が
描
か
れ
て
か
ら
七
〇
年
も
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
聖

マ
タ
イ
伝
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
も
「
名
声
を
失
墜
す
る
ほ
ど
の
事

件
」
と
い
っ
た
表
現
は
明
ら
か
に
誇
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ

も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、《
マ
タ
イ
と
天
使
》
は
最
初
に
描
か
れ
た
作

品
で
は
な
い
。

図 ₅₃　聖パオロの回心（第 ₁
ヴァージョン）　オデスカ
ルキ・コレクション

図 ₅₄　聖パオロの回心（第 ₂
ヴァージョン）　サンタ・
マリア・デル・ポポロ聖堂
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カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
一
六
〇
六
年
に
ロ
ー
マ
を
逃
亡
し
て
か
ら
南
イ
タ
リ
ア
を
転
々
と
し
た
が
、
そ
こ
で
は
ロ
ー
マ
に
い
た
時
よ

り
も
祭
壇
画
な
ど
の
公
的
な
宗
教
画
を
多
く
制
作
し
た
。
ナ
ポ
リ
や
シ
チ
リ
ア
は
ロ
ー
マ
よ
り
も
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
保
守
的
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
南
イ
タ
リ
ア
で
は
祭
壇
画
が
拒
否
さ
れ
た
と
い
っ
た
事
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ロ
ー
マ
で
は

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
画
家
た
ち
の
競
争
と
対
立
が
激
し
く
、「
バ
リ
オ
ー
ネ
裁
判
」
な
ど
の
資
料
に
見
る
通
り
、
敵
と
み
な
さ
れ
た
者

に
は
容
赦
な
い
批
判
や
妨
害
、
時
に
暴
力
が
振
る
わ
れ
た
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
名
声
が
高
ま
っ
た
時
期
に
描
か
れ
た
《
聖
母
の
死
》

に
関
し
て
は
、
敵
対
す
る
者
た
ち
が
「
オ
ル
タ
ッ
チ
ョ
の
娼
婦
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
い
っ
た
悪
意
あ
る
う
わ
さ
（
根
拠
の
あ
る
も
の

か
も
し
れ
な
い
が
）
を
流
し
、
神
父
た
ち
を
動
か
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
《
マ
タ
イ
伝
連
作
》
に
戻
る
と
、《
マ
タ
イ
と
天
使
》
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、
な
ぜ
描
き
直
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
も
ま
ず
、
こ
の
絵
に
関
す
る
基
本
的
な
事
実
の
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
六
〇
〇
年
に
礼
拝
堂
の
側
壁
を
飾
る
《
召
命
》
と
《
殉
教
》
が
公
開
さ
れ
て
大
評
判
に
な
っ
た
あ
と
、
一
六
〇
二
年
一
月
に
祭

壇
彫
刻
の
注
文
を
受
け
て
制
作
し
て
い
た
コ
ベ
ル
ト
の
作
品
が
祭
壇
に
運

び
込
ま
れ
、
最
終
的
に
不
適
切
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
。（
図
₅₅
）
そ
し
て

翌
二
月
七
日
に
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
と
の
間
に
祭
壇
画
制
作
に
関
す
る
契
約

が
結
ば
れ
た（₃₂
）。

契
約
で
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
（
聖
霊
降
臨
祭
、
五
月
二
三

日
）
ま
で
に
完
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
通
常
通
り
報
酬
や
ウ
ル
ト
ラ

マ
リ
ン
に
関
す
る
取
り
決
め
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
作
品
が
注
文

主
の
満
足
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
負
担
で
別

の
作
品
を
用
意
す
る
こ
と
と
い
う
、
あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
条
項
も
加

図₅₅　ヤコポ・コベルト　聖マタ
イと天使（天使はポンペ
オ・フ ェ ッ ル ッ チ 作）　
₁₅₈₇-₁₆₀₂年　サンティッシ
マ・トリニタ・デイ・ペッ
レグリーニ聖堂
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え
ら
れ
て
い
る
。
契
約
書
の
文
章
か
ら
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
す
で
に
高
い
名
声
を
得
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
斬

新
さ
、
革
新
性
の
た
め
に
賛
否
両
論
が
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
一
項
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
約
束
の
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
ま
で
に
は
仕
事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
九
月
二
二
日
に
報
酬
の
残
額
を
受
け
取
っ

て
い
る
。
三
か
月
の
約
束
が
七
カ
月
か
か
り
、
報
酬
も
当
初
の
一
五
〇
ス
ク
ー
ド
よ
り
少
な
い
一
一
五
ス
ク
ー
ド
し
か
与
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
契
約
書
の
資
料
を
発
見
し
た
レ
ッ
ト
ゲ
ン
以
来
、
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
こ
の
間
に
描
き
直
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
報
酬
が
少
な
か
っ
た
の
は
契
約
違
反
の
た
め
か
、
最
初
に
描
い
た
作
品
が
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ー

ニ
に
買
い
取
ら
れ
た
こ
と
を
勘
案
し
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

先
に
述
べ
た
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
枢
機
卿
が
書
き
残
し
た
指
南
書
に
は
祭
壇
画
に
関
す
る
記
載
も
あ
る
。「
本
あ
る
い
は
巻
物
の
、
ど
ち

ら
か
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
も
っ
て
座
る
聖
マ
タ
イ
は
、
福
音
書
を
書
い
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
書
こ
う
と
意
図
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

彼
の
隣
に
は
等
身
大
よ
り
大
き
な
天
使
が
立
ち
、
教
え
を
説
く
か
同
様
の
効
果
が
あ
る
他
の
態
度
を
と
っ
て
い
る
」。
失
わ
れ
た
《
マ

タ
イ
と
天
使
》
第
一
作
の
白
黒
写
真
を
見
る
と
、
マ
タ
イ
は
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
椅
子
に
座
っ
て
足
を
組
み
、
ペ
ン
で
書
物
に
福
音
の

言
葉
を
書
き
記
し
て
い
る
。
等
身
大
の
天
使
は
マ
タ
イ
の
脇
に
立
ち
、
手
が
神
の
言
葉
を
伝
え
る
か
の
よ
う
に
、
ペ
ン
を
持
つ
マ
タ

イ
の
手
に
自
ら
の
右
手
を
重
ね
て
い
る
。
こ
こ
で
も
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
基
本
的
に
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
枢
機
卿
の
指
示
通
り
に
描
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

　

マ
タ
イ
の
足
を
組
む
ポ
ー
ズ
や
脇
に
立
つ
天
使
と
い
っ
た
基
本
的
な
構
図
が
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
絵
画
の
伝
統
に
根
ざ
す
も
の
で

あ
り
、
ま
た
ヴ
ィ
ッ
ラ
・
フ
ァ
ル
ネ
ジ
ー
ナ
の
壁
画
な
ど
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
作
品
か
ら
学
ん
だ
形
跡
も
あ
る
こ
と
は
、
つ
と
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。（
図
₅₆
・
₅₇
・
₅₈
）
そ
し
て
武
骨
な
マ
タ
イ
に
関
し
て
は
、「
品
位
も
な
け
れ
ば
、
聖
人
ら
し
く
も
な
い
」
と
い
う

ベ
ッ
ロ
ー
リ
の
言
葉
が
想
起
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
な
れ
な
れ
し
気
な
天
使
の
態
度
も
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
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図₅₆　ペテルツァーノ　聖マタイと天使

図₅₇　ジロラモ・ロマニーノ　聖マタ
イと天使　₁₅₄₄年　サン・ジョ
ヴァンニ・エヴァンジェリスタ
聖堂（ブレッシャ）

図₅₈　ラファエッロ　ユピテルとクピ
ド　ヴィッラ・ファルネジーナ
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し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
マ
タ
イ
が
書
き
記
し
て
い
る
書
物
の
文
字
で
あ
る
。

大
き
く
描
か
れ
た
文
字
を
見
れ
ば
分
か
る
と
お
り
、
ギ
リ
シ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語

で
は
な
く
ヘ
ブ
ラ
イ
語
な
の
だ
。
マ
タ
イ
は
も
と
も
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
福
音
書

を
書
い
た
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
よ
う
な
ル
ネ
サ
ン
ス
の

人
文
主
義
者
は
そ
の
伝
統
に
疑
問
を
呈
し
、
こ
の
問
題
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
論
争
の
的
に
な
っ
て
い
た（₃₃
）。《

マ
タ
イ
と
天
使
》
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語

に
つ
い
て
詳
細
に
調
べ
た
レ
イ
ヴ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の

は
一
六
世
紀
に
出
版
さ
れ
た
二
つ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
版
の
福
音
書
の
う
ち
の
、
一

五
八
七
年
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
版
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
版
の
ヘ

ブ
ラ
イ
語
の
文
法
的
誤
り
を
訂
正
し
て
い
る
、
と
レ
イ
ヴ
ィ
ン
は
述
べ
て
い
る（₃₄
）。

絵
を
見
る
と
、
マ
タ
イ
が
も
つ
聖
書
は
画
面
の
中
央
に
大
き
く
描
か
れ
、
文
字
自
体
も
常

に
な
く
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
描
き
直
さ
れ
た
第
二
作
で
は
、
マ
タ
イ
が
書
く

福
音
書
の
文
字
は
見
え
な
い
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
第
一
作
で
は
、
マ
タ
イ
は
ヘ

ブ
ラ
イ
語
で
福
音
書
を
書
い
た
と
す
る
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
説
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
知
識
を
も
ち
、
学
者
た
ち
の
議
論

を
知
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
間
違
い
な
く
、《
マ
タ
イ
と
天

使
》
第
一
作
は
深
い
学
殖
を
誇
る
聖
職
者
の
助
言
に
従
っ
て
構
想
さ
れ
、
描
か
れ
た
こ
と

が
分
か
る
。（
図
₅₉
・
₆₀
）

図₅₉　聖マタイと天使第 ₁作（部分）図₆₀　聖マタイと天使第 ₁作（部分）
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《
召
命
》
に
お
け
る
マ
タ
イ
論
争
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、

一
連
の
作
品
に
お
い
て
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
風
俗
画
主
題
の
タ
ブ

ロ
ー
画
を
描
く
よ
う
に
自
由
に
描
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ

と
は
こ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
問
題
を
見
て
も
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
野
卑
で
無
学
に
見
え
る
と
い
う
、
マ

タ
イ
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
疑
念
が
生
じ
て
く
る
。
む
し
ろ
、
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
マ
タ
イ
は
古
代
の
賢
者
ソ
ク
ラ
テ

ス
を
原
型
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
く
る
の

で
あ
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
《
ア
テ
ネ
の
学
堂
》
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス

と
マ
タ
イ
の
関
連
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
ベ
ッ

ロ
ー
リ
が
無
教
養
な
自
然
主
義
者
と
い
う
「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
神

話
」
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
そ
の
ま

ま
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
図
₆₁
・
₆₂
）

　

と
も
あ
れ
、
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、《
マ
タ
イ
と
天
使
》
第
一

作
が
学
識
あ
る
聖
職
者
や
学
者
に
よ
る
助
言
を
得
て
描
か
れ
た
、

つ
ま
り
高
度
な
文
化
的
背
景
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、

し
か
し
、
そ
の
絵
は
修
道
院
長
ジ
ャ
コ
モ
・
ク
レ
シ
ェ
ン
ツ
ィ
を

中
心
と
す
る
注
文
主
の
満
足
が
得
ら
れ
ず
に
描
き
直
す
こ
と
に

図₆₁　古代ローマ　ソクラテス像　ルー
ヴル美術館

図₆₂　ラファエッロ　アテネの学堂（部
分）　ヴァチカン美術館
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な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
タ
イ
の
風
貌
や
服
装
が
適
正
さ
に
欠
け
る
と
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ヘ
ブ
ラ

イ
語
論
争
と
い
っ
た
衒
学
的
な
意
図
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
何
か
理
由
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
が
こ
の
判
断
を
ど
う
受
け
止
め
た
か
と
い
う
点
も
問
題
に
な
る
。《
マ
タ
イ
と
天
使
》
第
二
作
の
評

価
と
も
関
係
す
る
か
ら
だ
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
般
に
《
マ
タ
イ
と
天
使
》
第
一
作
は
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
ら
し
い
、
革
新
的
な

作
品
と
さ
れ
、
一
方
の
第
二
作
は
教
会
側
の
要
求
に
沿
っ
て
描
か
れ
た
保
守
的
、
伝
統
的
、
古
典
的
、
順
応
主
義
的
作
品
と
見
な
さ

れ
て
い
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
不
本
意
な
が
ら
、
い
や
い
や
描
き
直
し
た
の
だ
と
さ
え
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
受
け
止
め
方
は
的
外
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
二
作
は
古
い
図
像
を
み
ご
と
に
蘇
ら
せ
、
天

使
か
ら
啓
示
を
受
け
た
緊
張
感
に
満
ち
た
瞬
間
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
第
一
作
で
は
、
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
の
指
南
書
に
従
っ
て

天
使
を
脇
に
立
た
せ
、
福
音
書
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
示
す
た
め
に
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
視
点
を
高
く
と
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
視
点

の
設
定
は
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
礼
拝
堂
の
実
際
の
祭
壇
に
は
う
ま
く
適
合
し
な
い
。
一
方
、
第
二
作
で
は
机
の
天
板
の
裏
面
が
見
え
る
こ

と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
視
点
が
低
く
設
定
さ
れ
、
祭
壇
の
空
間
に
調
和
す
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
作
の
上
部

が
ま
っ
た
く
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
飛
来
す
る
天
使
を
配
し
た
第
二
作
の
構
図
は
、
縦
長
の
祭
壇
画
の
形
を
無
駄
な
く

生
か
し
て
い
る
。《
召
命
》
と
《
殉
教
》
は
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
瞬
間
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
緊
迫
感
あ
る
構
想
で
描
か
れ
て

い
る
が
、《
マ
タ
イ
と
天
使
》
第
二
作
も
ま
さ
に
神
の
啓
示
が
伝
え
ら
れ
る
瞬
間
が
描
か
れ
、
そ
の
意
味
で
マ
タ
イ
伝
連
作
の
統
一
性

を
強
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
う
す
る
に
、
第
二
作
は
第
一
作
よ
り
も
礼
拝
堂
の
空
間
に
も
側
面
の
二
場
面
に
も
よ
り
よ
く

調
和
す
る
、
す
ぐ
れ
た
作
品
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、
第
一
作
が
完
成
し
て
祭
壇
に
仮
置
き
さ
れ
、
い
く
つ

か
の
難
点
が
指
摘
さ
れ
た
と
き
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
は
自
ら
描
き
直
す
こ
と
を
申
し
出
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
わ
れ
て
く
る
。
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そ
れ
は
画
家
の
自
信
と
誇
り
の
表
れ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
安
易
な
結
論
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
う
し
た
可
能
性
も
十
分
あ
り
う
る
、
と
私
は
思
う
。

　

以
上
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
《
聖
マ
タ
イ
伝
連
作
》
に
関
す
る
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
の
研
究
史
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
何
を
学
び
う
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
美
術
史
を
学
ぶ
者

に
は
、
あ
る
種
の
抑
制
と
謙
虚
さ
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
意
識
す
る
に
せ
よ
し
な
い
に
せ

よ
、
無
知
と
思
い
込
み
や
偏
見
に
満
ち
て
お
り
、
見
た
い
よ
う
に
絵
を
見
て
し
ま
い
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う（₃₅
）。

注

（
₁
）　C

atalogo della m
ostra didattica itinerante di Im

m
agine del C

aravaggio, M
ilano, ₁₉₇₃ .

（
₂
）　C

atalogue of the A
ge of C

aravaggio, T
he M

etropolitan M
useum

 of A
rt, ₁₉₈₅ .

（
₃
）　

C
aravaggio, R

eflections and R
efractions, ed. by Pericolo and Stone, Surrey, ₂₀₁₄ , pp. ₁₇₇-₁₇₉ .

（
₄
）　

山
本
み
ど
り
「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
│
聖
マ
タ
イ
伝
の
制
作
年
代
（
下
）」（『
美
術
史
』
四
五
、
一
九
六
二
年
、
二
四
頁
）。

（
₅
）　

レ
ッ
ト
ゲ
ン
の
論
考
はH

erw
arth R

öttgen, Il C
aravaggio, R

icerche e interpretazioni, R
om

a, ₁₉₇₄

に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

（
₆
）　

石
鍋
真
澄
編
訳
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
伝
記
集
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
六
年
、
七
六
頁
）

（
₇
）　R

oberto Longhi, C
aravaggio, a cura di G

iovanni Previtali, R
om

a, ₁₉₈₂ , p. ₅₉ . 

ロ
ン
ギ
の
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ

に
関
す
る
論
考
の
一
部
は
、
岡
田
温
司
編
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
鑑
』（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
一
年
、
四
一
七-

四
七
〇
頁
）

に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
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（
₈
）　Sybille E

bert-Schifferer, C
aravaggio, T

he A
rtist and H

is W
ork, Los A

ngeles, ₂₀₁₂ , p. ₁₁₉  

そ
れ
か
らFabio 

Scaletti, C
aravaggio, C

atalogo ragionato, I, p. ₈₈  

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
₉
）　

最
新
の
調
査
に
関
し
て
は
、C

aravaggio, O
pere a R

om
a, T

ecnica e stile, Schede, a cura di R
ossella Vodret 

ed altri, M
ilano, ₂₀₁₆ .

の
一
八
六
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
₁₀
）　H

ow
ard H

ibbard, C
aravaggio, London, ₁₉₈₃ , p. ₂₆₉ .

（
₁₁
）　A

. Prater, ‘W
o ist M

atthäus, B
eobachrungen zu C

aravaggios A
nfängen als M

onum
entalm

aler in der 

C
ontarelli-K

apelle, Pantheon, X
LIII

（₁₉₈₅

）, pp. ₇₀-₇₄ .

こ
の
論
文
は
、
マ
タ
イ
論
争
の
文
献
を
集
め
た
小
冊
子

C
aravaggio, D

ov ’è M
atteo?, U

n caso critico nella Vocazione di San Luigi dei Francesi, M
ilano, ₂₀₁₂ .

で
伊
訳

さ
れ
て
い
る
。

（
₁₂
）　

マ
タ
イ
論
争
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
注
（
₂₃
）
と
、
注
（
₂₄
）
で
引
い
た
中
村
と
宮
下
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
枢
機
卿
の
時
、
サ
ン
・
ル
イ
ー
ジ
・
デ
イ
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ー
ジ
聖
堂
に
近
い
宿
舎
を
利
用
し
、
し
ば

し
ば
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
マ
タ
イ
伝
連
作
を
見
た
が
、
左
の
若
者
が
マ
タ
イ
だ
と
思
っ
て
い
た
、
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
立
場
に
立
っ
た
最
新
の
著
作
は
、Sara M

agister, C
aravaggio, Il vero M

atteo, R
om

a, ₂₀₁₈  

だ
が
、

特
に
目
新
し
い
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
。

（
₁₃
）　

コ
ン
タ
レ
ッ
リ
礼
拝
堂
の
装
飾
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
主
要
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
や
カ
タ
ロ
グ
に
概
略

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
資
料
を
含
め
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、La cappella C

ontarelli in San Luigi dei Francesi, A
rte 

e com
m

ittenza nella R
om

a di C
aravaggio, a cura di N

atalia G
ozzano e Patrizia Tosini, R

om
a, ₂₀₀₅ .

を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
₁₄
）　Stefania M

acioce, M
ichelangelo M

erisi da C
aravaggio, D

ocum
enti, fonti e inventari 1513- 1875, II 

edizione corretta, integrata e aggiornata, R
om

a, ₂₀₁₀ , p. ₈₄ .

（
₁₅
）　

左
の
若
者
は
ホ
ル
バ
イ
ン
の
版
画
、「
死
の
舞
踏
」
シ
リ
ー
ズ
中
の
《
カ
ー
ド
遊
び
を
す
る
者
》
に
基
づ
く
、
と
ザ
ン

ド
ラ
ル
ト
は
伝
え
て
い
る
（W

alter Friedlaender, C
aravaggio Studies, Princeton, ₁₉₇₄  (₁₉₅₅ ), p. ₁₀₉ .

こ
れ
も
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貪
欲
を
表
す
版
画
だ
。（
図
₄₅
）

（
₁₆
）　A

ngela H
ass, C

aravaggio ’s C
alling of St. M

atthew
 reconsidered, Journal of the W

arburg and C
ourtauld 

Institutes, LI （₁₉₈₈

）, pp. ₂₄₅-₂₅₀ .

注
（
₁₁
）
の
文
献
に
掲
載
さ
れ
た
伊
訳
を
参
照
し
た
（op. cit., p. ₆₂

）。

（
₁₇
）　A

lfred M
oir, C

aravaggio, N
ew

 York, ₁₉₈₂ , p. ₂₂

（
モ
ワ
ー
ル
・
若
桑
み
ど
り
訳
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
』
美
術
出

版
社
、
一
九
九
一
年
）
一
八
頁

（
₁₈
）　C

atalogo della m
ostra di C

om
e lavorava C

aravaggio, R
om

a, ₂₀₀₆ .

お
よ
び Scaletti, op. cit., I, p. ₁₂₄ .

（
₁₉
）　
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
伝
記
集
』
七
七
頁

（
₂₀
）　
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
伝
記
集
』
一
〇
六
頁

（
₂₁
）　M

acioce, op. cit., D
oc. ₅₀₂ .

（
₂₂
）　Sebastian Schütze, C

aravaggio, T
he C

om
plete W

orks, K
öln, ₂₀₀₉ , p. ₉₇

（
ゼ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
シ
ュ
ッ
ツ
ェ
『
カ

ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
、
全
作
品
』
タ
ッ
シ
ェ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
二
〇
一
〇
年
）
九
七
頁

（
₂₃
）　

中
村
俊
春
「
視
覚
表
現
の
多
様
性
と
解
釈
―
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
作
《
聖
マ
タ
イ
の
召
命
》
に
関
す
る
一
考
察
」（
思
文

閣
、『
芸
術
の
理
論
と
歴
史
』、
一
九
九
〇
年
）
二
七
〇-

二
七
九
頁

（
₂₄
）　

宮
下
規
久
朗
「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
の
身
振
り
」（『
西
洋
美
術
研
究
』
五
、
三
元
社
、
二
〇
〇
一
年
）
七
五-

九
四
頁
お

よ
び
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ　

聖
性
と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
六
〇-

六
五
頁
、
一
五
一-

一
六
三
頁

（
₂₅
）　

有
力
な
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
学
者
で
若
者
＝
マ
タ
イ
説
を
と
る
者
は
い
な
い
よ
う
に
思
う
。　

ホ
ル
バ
イ
ン
の
版
画
と
の

関
連
に
つ
い
て
は
、
注
（
₁₅
）
参
照
。

（
₂₆
）　M

ichael Fried, T
he M

om
ent of C

aravaggio, Princeton U
. P., ₂₀₁₀ , p. ₁₉₈

（
₂₇
）　
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
伝
記
集
』
五
九
頁

（
₂₈
）　
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
伝
記
集
』
七
六
頁

（
₂₉
）　
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
伝
記
集
』
八
九-

九
〇
頁
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（
₃₀
）　
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
伝
記
集
』
六
〇
頁

（
₃₁
）　M

acioce, op. cit., D
oc. ₇₅₃

（
₃₂
）　

資
料
に
つ
い
て
は
、
注
（
₅
）、
注
（
₁₁
）
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
₃₃
）　

今
日
で
は
一
般
に
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
に
な
っ
た
マ
タ
イ
と
福
音
書
家
マ
タ
イ
を
同
一
人
物
と
す
る
伝
統
や
、
マ
タ
イ

福
音
書
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
書
か
れ
た
と
す
る
説
は
、
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

（
₃₄
）　Irving Lavin, ‘D

ivine Inspiration in C
aravaggio ’s T

w
o Saint M

atthew
s ’, T

he A
rt B

ulletin, Vol. ₅₆  N
o. ₁   

（M
ar., ₁₉₇₄

）, pp. ₆₆ .

（
₃₅
）　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
文
献
は
膨
大
な
数
に
上
る
。
本
論
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
て
、
注
は
引
用
や

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
限
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
点
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。
コ
ン
タ
レ
ッ
リ
礼
拝
堂
の
問
題
と
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ

ジ
ョ
全
体
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
評
伝
を
準
備
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
小
論
は
、
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
お
よ
び
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ェ
ス
キ

関
係
資
料
の
基
礎
的
研
究
」（
二
〇
一
七
・
一
八
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

追
記　

本
論
校
正
中
に
、
宮
下
規
久
朗
『
一
枚
の
絵
で
学
ぶ
美
術
史　

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
《
聖
マ
タ
イ
の
召
命
》』（
ち
く
ま
プ

リ
マ
ー
新
書
）
を
著
者
よ
り
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
宮
下
氏
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
根
拠
に
基
づ
い
て
若
者
＝
マ
タ
イ
説

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
し
て
、《
聖
マ
タ
イ
と
天
使
》
第
二
作
の
制
作
時
に
、
髭
の
男
＝
マ
タ
イ
と
い
う
人
々
の
受
け

止
め
に
合
わ
せ
て
方
針
を
変
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
っ
た
推
測
を
し
て
、「
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
《
聖
マ
タ
イ
の
召
命
》
の
当
初
の
画
家
の
構
想
で
は
、
左
端
の
う
つ
む
く
若
者
が
マ
タ
イ

で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
だ
と
思
う
の
で
す
」（
一
〇
〇
頁
）、
と
記
し
て
い
る
。
恣
意
的
な
推
論
が
な
ぜ
「
た
し
か
」
な

ど
と
い
え
る
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
。




